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沖
縄
県
の
木
材
需

給
に
お
け
る
県
産
材

の
自
給
率
は
、現
在

４
・
６
％
と
低
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、県

産
材
は
土
木
・
建
築

資
材
、畜
産
敷
材
、き

の
こ
の
菌
床
材
、木
工

用
材
等
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、施
設

を
利
用
し
た
き
の
こ

の
菌
床
栽
培（
ブ
ナ
シ

メ
ジ
、し
い
た
け
、エ
リ

ン
ギ
な
ど
）の
生
産
量

が
大
き
く
伸
び
て
い

ま
す
。沖
縄
総
合
事

務
局
と
し
て
も
、こ
れ

ま
で
に
北
部
振
興
予

算
や
沖
縄
林
業
構
造

改
善
予
算
を
通
じ
て

き
の
こ
類
の
生
産
施

設
整
備
の
補
助
を

行
っ
て
お
り
、平
成
14

年
以
降
、県
内
で
６
つ

の
施
設
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

林
業
の
振
興

7

　
復
帰
後
、沖
縄
県
に
お
け
る

水
産
業
は
、遠
洋
・
沖
合
域
の

大
型
漁
船
漁
業
か
ら
、沿
岸
・

沖
合
域
の
小
型
漁
船
漁
業
及

び
海
面
養
殖
業
へ
と
転
換
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
、沿
岸
・
沖
合
域
に
お
い

て
は
浮
魚
礁
を
利
用
し
た
マ
グ

ロ
漁
業
や
未
利
用
有
用
資
源
を

活
用
し
た
ソ
デ
イ
カ
漁
業
等
の

新
た
な
漁
船
漁
業
が
普
及
し
て

い
ま
す
。ま
た
、海
面
養
殖
業
に

お
い
て
は
熱
帯
性
の
海
域
環
境

を
活
か
し
た
モ
ズ
ク
や
ク
ル
マ
エ

ビ
の
ほ
か
、ヤ
イ
ト
ハ
夕
や
ス
ギ

等
の
魚
類
養
殖
も
始
め
ら
れ
て

お
り
、
沖
縄
県
特
有
の
漁
業

構
造
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。 水

産
業
の
振
興

8

主
な
特
用
林
産
物
生
産
量

と
林
業
算
出
額

海
面
漁
業
漁
獲
量

海
面
漁
業
漁
獲
量

海
面
養
殖
業
収
穫
量

10％

54％
2％
6％

11％

17％15％
2％
4％

11％

11％

57％

昭和48年令和2年

70,678t12,928t その他
かつお類
かじき類
いか類
その他の魚類
まぐろ類

その他
かつお類
かじき類
いか類
その他の魚類
まぐろ類

4％
2％

94％

昭和48年

11t25,651t その他
くるまえび
もずく

令和2年

養殖はほとんど
行われておらず。

ぶなしめじの菌床栽培
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資 

料：
農
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水
産
省「
海
面
漁
業
生
産
統
計
調
査
」
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生しいたけ
ひらたけ類
ユーカリ

えのきたけ
たけのこ
林業産出量

ぶなしめじ
木炭

中城湾港地区（現在）

中城湾港地区（平成10年）

沖
縄
の
経
済
産
業
の
振
興
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沖
縄
で
は
、復
帰
後
の
経
済
の

自
立
化
や
本
土
と
の
格
差
是
正

を
図
る
た
め
、産
業
基
盤
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、沖
縄
本
島
北
部
の
多

目
的
ダ
ム
か
ら
工
業
用
水
を
供

給
す
る
目
的
で
計
画
さ
れ
た
沖

縄
工
業
用
水
道
事
業
は
、昭
和
51

年
度
に
一
部
給
水
を
開
始
し
ま

し
た
。そ
の
後
、平
成
元
年
度
か

ら
糸
満
工
業
団
地
、平
成
6
年
度

か
ら
中
城
湾
港
工
業
団
地
、平
成

産
業
集
積
地
域
等
の
特
区
指
定

な
ど
、多
く
の
産
業
振
興
施
策
に

よ
り
、更
な
る
産
業
の
集
積
を

図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
19
年

に
は
企
業
立
地
促
進
法
が
施
行

さ
れ
、地
域
主
体
の
計
画
的
な
企

業
立
地
促
進
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。同
法
は
平
成
29
年
に
地

域
未
来
投
資
促
進
法
と
し
て
改

正
さ
れ
、引
き
続
き
地
域
の
高
付

加
価
値
産
業
を
創
出
す
る
た
め

の
支
援
を
行
って
い
ま
す
。

　「
80
、
90
年
代
の
沖
縄
地
域
産

業
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
て
以
降
、

沖
縄
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
と
と
も
に
、地
域
経
済
産
業

ビ
ジ
ョン
も
変
遷
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
14
年
度
に
は「
O
K
I
N
A

W
A
型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
）」が
ス

タ
ー
ト
し
、沖
縄
経
済
の
持
続
的

な
発
展
を
目
的
と
し
た
産
学
官
の

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、

沖
縄
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
創
出
す

る
た
め
の
環
境

整
備
が
行
わ
れ

ま
し
た
。平
成

25
年
度
に
は
、

「
沖
縄
成
長
産

業
戦
略
〜
ア
ジ

ア
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

と
し
て
発
展

〜
」
を
策
定

し
、沖
縄
が
東

ア
ジ
ア
の
中
心

に
位
置
す
る
と

い
う
地
の
利
を

活
か
し
た
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
・
情

報
の
交
易
・
交

流
拠
点
と
し
て

活
躍
す
る
た
め

地
域
活
性
化
施
策
の
推
進

1

産
業
基
盤
の
整
備

地
域
産
業
振
興
施
策

の
施
策
を
展
開
す
る
等
、時
代
に

沿
っ
た
産
業
振
興
の
基
本
方
針
を

検
討
・
推
進
し
て
き
ま
し
た
。令

和
2
年
度
の「
沖
縄
の
産
業
振
興

の
あ
り
方
検
討
会
」で
は
、今
後
、

成
長
可
能
性
が
高
い
と
見
込
ま

れ
る
製
造
業
、情
報
通
信
産
業
、

医
療
・
バ
イ
オ
関
連
産
業
、ス

ポ
ー
ツ
・ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
産
業
、

航
空
機
整
備
事
業
関
連
の
振
興

に
つ
い
て
新
た
な
方
向
性
が
示
さ

れ
ま
し
た
。社
会
的
課
題
の
ト
レ

ン
ド
で
あ
る
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
の
推
進
、デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
D
X
）の
普
及

拡
大
、S
D
G
s
の
浸
透
等
に
も

迅
速
に
対
応
し
な
が
ら
、今
後
も

沖
縄
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
支
援
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

21
年
度
か
ら
名
護
市
屋
部
工
場

適
地
等
へ
の
給
水
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、工
業
団
地
の
造
成
事
業

を
行
う
機
関
に
対
し
、利
子
補
給

や
補
助
金
に
よ
る
支
援
を
行
っ
た

結
果
、糸
満
工
業
団
地
や
中
城
湾

港
工
業
団
地
は
、今
で
は
多
く
の

企
業
が
集
積
す
る
県
内
最
大
の

工
業
団
地
と
な
って
い
ま
す
。

　
産
業
基
盤
の
整
備
と
あ
わ
せ

て
、平
成
14
年
に
は
民
間
主
導
の

自
立
型
経
済
の
構
築
を
主
眼
に

お
い
た
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法

が
制
定
さ
れ
、そ
の
後
国
際
物
流

沖縄総合事務局様_群星11-12月号_産業振興_沖縄の経済産業の振興_2209_大城_津_e

沖縄のポテンシャル「地の利」
～東アジアの中心～
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縄
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局
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ゆ
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縄
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産
業
の
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興

産
業
振
興

国際物流拠点（立地企業数・雇用者数）
うるま・沖縄地区、那覇地区の立地企業数の推移（国際物流拠点産業集積地域）
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立
地
企
業
数（
実
数
）

年　度
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立地企業数計（実数）うるま・沖縄地区立地企業数（実数）那覇地区立地企業数（実数）

うるま・沖縄地区、那覇地区の雇用者数の推移（国際物流拠点産業集積地域）
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雇
用
者
数（
実
数
）

年　度

755
186

941

759 445

1204

575 607

1182

425

930

1355

478

1029

1507

459

1222

1682

雇用者数計（実数）うるま・沖縄地区雇用者数（実数）那覇地区雇用者数（実数）
（出典：沖縄県企業立地推進課資料から総合事務局作成）
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復
帰
以
降
、沖
縄
の
振
興
開
発

を
進
め
る
上
で
、商
工
業
分
野
の

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、先

進
的
で
沖
縄
の
特
色
を
活
か
し
て

い
る
も
の
づ
く
り
事
業
や
、移
入

製
品
の
県
内
生
産
に
取
り
組
む

事
業
へ
の
支
援
、物
流
事
業
者
の

デ
ジ
タ
ル
化
支
援
、物
流
コ
ス
ト
の

把
握
や
情
報
技
術
活
用
に
よ
る

物
流
効
率
化
に
向
け
た
調
査
等

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、生
産
技
術
向
上
を

促
す
た
め
、日
本
産
業
規
格

（
J
I
S
）表
示
制
度
に
よ
る
企

業
の
社
内
標
準
化
や
品
質
管
理

な
ど
の
指
導
を
行
う
な
ど
、そ
の

育
成
と
発
展
に
も
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
昨
今
の
企
業
は
、競
争
力
維

持
・
強
化
の
た
め
に
D
X
推
進
が

求
め
ら
れ
る
一
方
で
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
脆
弱
性
に
よ
る
情
報
漏
洩

が
社
会
課
題
と
な
って
い
ま
す
。こ

う
し
た
課
題
に
対
し
、企
業
の

D
X
を
推
進
す
る
人
材
を
育
成

支
援
す
る
と
と
も
に
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
に
関
す
る
情
報
発
信

や
、産
業
の
情
報
化
や
地
域
情
報

化
の
推
進
も
行
って
い
ま
す
。

沖
縄
総
合
事
務
局
50 

年
の
あ
ゆ
み

沖
縄
の
経
済
産
業
の
振
興

産
業
振
興

商
工
業
の
振
興

2

製
造
業
へ
の
支
援
と

情
報
化
の
推
進

　
商
工
業
分
野
へ
の
支
援
と
し
て

は
、伝
統
産
業
への
支
援
も
積
極

伝
統
工
芸
品
産
業
の

振
興

　
沖
縄
県
内
で
知
的
財
産
を
活
用

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

知
的
財
産
の
活
用
推
進

振
興
も
様
々
な
形
で
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　
競
争
力
の
あ
る
生
産
分
野
の

環
境
整
備
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、特
に
製
造
業
で
は
、企
業

等
へ
補
助
金
や
金
融
・
税
制
等
の

支
援
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
、島
し
ょ
県
と
い
う

沖
縄
の
産
業
構
造
の
課
題
解
決

に
向
け
、域
外
に
お
い
て
も
高
い

競
争
力
を
持
つ
企
業
に
対
し
、支

沖縄アリーナ医療・バイオ関連企業における研究開発の様子

沖縄国際物流拠点活用推進事業費補助金を活用して企業が導入した設備

知的財産に関する沖縄県立図書館での展示の様子（2021.4）

伝統工芸品をモチーフと
したかりゆしウェア

(※)沖縄の伝統的工芸品 16品目

平
成
17
年
に「
沖
縄
地
域
知
的

財
産
戦
略
本
部
」が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。当
本
部
に
は
沖
縄
県
内
の

主
要
な
支
援
機
関
が
参
画
し
て

い
ま
す
。そ
の
後「
沖
縄
地
域
知

的
財
産
推
進
計
画
」を
策
定
し
、

知
的
財
産
を
活
用
し
た
沖
縄
経

済
の
伸
長
を
実
現
す
る
た
め
、そ

れ
ぞ
れ
連
携
し
な
が
ら
、知
的
財

産
に
関
す
る
普
及
啓
発
や
制
度

の
活
用
促
進
事
業
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。沖
縄
に

は
、国
指
定
の
伝
統
的
工
芸
品

が
16
品
目（
※
）あ
り
ま
す
が
、

生
活
様
式
の
変
化
へ
の
対
応
の

必
要
性
や
生
産
従
事
者
の
高

齢
化
等
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
に
対
し
、沖
縄
総
合

事
務
局
で
は
、後
継
者
育
成
、

販
路
開
拓
、意
匠
開
発
、ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
等
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

 1 久米島紬

 2 宮古上布

 3 読谷山花織

 4 読谷山ミンサー

 5 壺屋焼

 6 琉球絣

 7 首里織

 8 琉球びんがた

国指定伝統的工芸品 国指定伝統的工芸品

 9 琉球漆器 

 10 与那国織 

 11 喜如嘉の芭蕉布 

 12 八重山上布 

 13 八重山ミンサー 

 14 知花花織 

 15 南風原花織 

 16 三線 
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合
等
の
活
動
に
対
し
、補
助
金

交
付
等
の
支
援
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　
近
年
で
は
、人
口
減
少
や
電
子

商
取
引
の
台
頭
な
ど
、地
域
経
済

の
構
造
変
化
に
伴
い
、商
店
街
等

は
地
域
に
お
け
る
雇
用
や
生
活

関
連
サ
ー
ビ
ス
な
ど
生
活
に
不

可
欠
な
機
能
の
維
持
・
確
保
を

担
う
主
体
と
し
て
の
期
待
が
高

ま
る
中
、地
域
の
課
題
解
決
や
新

た
な
賑
わ
い
の
創
出
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
県
内
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
対
し

て
は
、「
I
T
ツ
ー
ル
」導
入
支
援

や
、デ
ザ
イ
ン
思
考
を
経
営
に
取

り
入
れ
る「
デ
ザ
イ
ン
経
営
」の
普

及
啓
発
を
行
う
な
ど
、中
小
企
業

等
の
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し

た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。最
近

で
は
、場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ

な
い
働
き
方
で
あ
る「
テ
レ
ワ
ー

ク
」を
推
進
す
る
こ
と
で
、都
会
と

　
商
店
街
の
衰
退
が
深
刻
化
す

る
中
、平
成
10
年
以
降
、県
内
市

町
村
の「
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
」や
商
店
街
振
興
組

商
業
・
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
産

業
支
援
施
策
の
展
開

3

　
中
小
企
業
を
巡
る
経
営
課
題

が
複
雑
化
す
る
中
、中
小
企
業
支

援
事
業
の
担
い
手
の
多
様
化
・
活

性
化
を
図
る
た
め
、平
成
24
年

8
月
30
日
に「
中
小
企
業
経
営
力

強
化
支
援
法
」が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。中
小
企
業
に
対
し
て
専
門
性

の
高
い
支
援
事
業
を
行
う
経
営

革
新
等
支
援
機
関
を
認
定
す
る

制
度
が
創
設
さ
れ
、令
和
4
年
6

月
現
在
、沖
縄
県
内
で
は
2
6
1

機
関
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
起
業
・
成
長
・
安
定
の

各
段
階
の
経
営
課
題
や
支
援

ニ
ー
ズ
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す

る
た
め
、沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
が
平
成
26
年
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
に
お
け
る
相
談
者
満
足
度
は

約
90
％
と
な
っ
て
お
り
、沖
縄
県

内
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
へ
の
支
援

4

経
営
力
の
強
化

経
営
改
善
・
事
業
再

生
の
支
援

　
収
益
性
の
あ
る
事
業
を
有
す

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、財
務
上
の

問
題
を
抱
え
る
中
小
企
業
の
再

生
を
支
援
す
る
た
め
、平
成
15
年

に
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

が
創
設
さ
れ
、支
援
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。そ
の
後
、令
和
4
年
4

月
に
は
、中
小
企
業
再
生
支
援
協

議
会
と
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

を
統
合
し
、「
中
小
企
業
活
性
化

協
議
会
」が
設
置
さ
れ
、中
小
企

業
の
収
益
力
改
善
、事
業
再
生
、再

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
一
元
的
に
支
援
す

る「
中
小
企
業
の
駆
け
込
み
寺
」

と
し
て
、幅
広
い
相
談
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
令
和
3
年
度
か
ら
は
、企
業
の

後
継
者
不
在
率
が
約
8
割
と
全

国
1
位
だ
っ
た
沖
縄
県
の
状
況
に

危
機
感
を
持
ち
、経
営
者
に
対
す

る
事
業
承
継
への
認
識
を
向
上
さ

せ
る「
事
業
承
継
啓
発
月
間
」を

設
定
し
ま
し
た
。月
間
中
は
、関

係
機
関
と
連
携
し
集
中
的
に
啓

発
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
う
こ
と
で
、

後
継
者
不
在
率
全
国
平
均
レ
ベル

を
目
指
し
ま
す
。

沖縄市／プラザハウス北谷町／デポアイランド

那覇市／国際通り

よろず支援拠点の事業者相談

事業承継について県内金融機関のトップ会談を開催

地
方
と
の
新
し
い
関
係
構
築
な

ど
、地
域
の
産
業
振
興
へ
繋
げ
る

取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
総
合
事
務
局
50 

年
の
あ
ゆ
み

沖
縄
の
経
済
産
業
の
振
興

産
業
振
興

34
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復
帰
以
降
、沖
縄
の
振
興
開
発

を
進
め
る
上
で
、商
工
業
分
野
の

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、先

進
的
で
沖
縄
の
特
色
を
活
か
し
て

い
る
も
の
づ
く
り
事
業
や
、移
入

製
品
の
県
内
生
産
に
取
り
組
む

事
業
へ
の
支
援
、物
流
事
業
者
の

デ
ジ
タ
ル
化
支
援
、物
流
コ
ス
ト
の

把
握
や
情
報
技
術
活
用
に
よ
る

物
流
効
率
化
に
向
け
た
調
査
等

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、生
産
技
術
向
上
を

促
す
た
め
、日
本
産
業
規
格

（
J
I
S
）表
示
制
度
に
よ
る
企

業
の
社
内
標
準
化
や
品
質
管
理

な
ど
の
指
導
を
行
う
な
ど
、そ
の

育
成
と
発
展
に
も
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
昨
今
の
企
業
は
、競
争
力
維

持
・
強
化
の
た
め
に
D
X
推
進
が

求
め
ら
れ
る
一
方
で
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
脆
弱
性
に
よ
る
情
報
漏
洩

が
社
会
課
題
と
な
って
い
ま
す
。こ

う
し
た
課
題
に
対
し
、企
業
の

D
X
を
推
進
す
る
人
材
を
育
成

支
援
す
る
と
と
も
に
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
に
関
す
る
情
報
発
信

や
、産
業
の
情
報
化
や
地
域
情
報

化
の
推
進
も
行
って
い
ま
す
。

沖
縄
総
合
事
務
局
50 

年
の
あ
ゆ
み

沖
縄
の
経
済
産
業
の
振
興

産
業
振
興

商
工
業
の
振
興

2

製
造
業
へ
の
支
援
と

情
報
化
の
推
進

　
商
工
業
分
野
へ
の
支
援
と
し
て

は
、伝
統
産
業
への
支
援
も
積
極

伝
統
工
芸
品
産
業
の

振
興

　
沖
縄
県
内
で
知
的
財
産
を
活
用

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

知
的
財
産
の
活
用
推
進

振
興
も
様
々
な
形
で
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　
競
争
力
の
あ
る
生
産
分
野
の

環
境
整
備
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、特
に
製
造
業
で
は
、企
業

等
へ
補
助
金
や
金
融
・
税
制
等
の

支
援
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
、島
し
ょ
県
と
い
う

沖
縄
の
産
業
構
造
の
課
題
解
決

に
向
け
、域
外
に
お
い
て
も
高
い

競
争
力
を
持
つ
企
業
に
対
し
、支

沖縄アリーナ医療・バイオ関連企業における研究開発の様子

沖縄国際物流拠点活用推進事業費補助金を活用して企業が導入した設備

知的財産に関する沖縄県立図書館での展示の様子（2021.4）

伝統工芸品をモチーフと
したかりゆしウェア

(※)沖縄の伝統的工芸品 16品目

平
成
17
年
に「
沖
縄
地
域
知
的

財
産
戦
略
本
部
」が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。当
本
部
に
は
沖
縄
県
内
の

主
要
な
支
援
機
関
が
参
画
し
て

い
ま
す
。そ
の
後「
沖
縄
地
域
知

的
財
産
推
進
計
画
」を
策
定
し
、

知
的
財
産
を
活
用
し
た
沖
縄
経

済
の
伸
長
を
実
現
す
る
た
め
、そ

れ
ぞ
れ
連
携
し
な
が
ら
、知
的
財

産
に
関
す
る
普
及
啓
発
や
制
度

の
活
用
促
進
事
業
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。沖
縄
に

は
、国
指
定
の
伝
統
的
工
芸
品

が
16
品
目（
※
）あ
り
ま
す
が
、

生
活
様
式
の
変
化
へ
の
対
応
の

必
要
性
や
生
産
従
事
者
の
高

齢
化
等
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
に
対
し
、沖
縄
総
合

事
務
局
で
は
、後
継
者
育
成
、

販
路
開
拓
、意
匠
開
発
、ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
等
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

 1 久米島紬

 2 宮古上布

 3 読谷山花織

 4 読谷山ミンサー

 5 壺屋焼

 6 琉球絣

 7 首里織

 8 琉球びんがた

国指定伝統的工芸品 国指定伝統的工芸品

 9 琉球漆器 

 10 与那国織 

 11 喜如嘉の芭蕉布 

 12 八重山上布 

 13 八重山ミンサー 

 14 知花花織 

 15 南風原花織 

 16 三線 
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合
等
の
活
動
に
対
し
、補
助
金

交
付
等
の
支
援
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　
近
年
で
は
、人
口
減
少
や
電
子

商
取
引
の
台
頭
な
ど
、地
域
経
済

の
構
造
変
化
に
伴
い
、商
店
街
等

は
地
域
に
お
け
る
雇
用
や
生
活

関
連
サ
ー
ビ
ス
な
ど
生
活
に
不

可
欠
な
機
能
の
維
持
・
確
保
を

担
う
主
体
と
し
て
の
期
待
が
高

ま
る
中
、地
域
の
課
題
解
決
や
新

た
な
賑
わ
い
の
創
出
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
県
内
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
対
し

て
は
、「
I
T
ツ
ー
ル
」導
入
支
援

や
、デ
ザ
イ
ン
思
考
を
経
営
に
取

り
入
れ
る「
デ
ザ
イ
ン
経
営
」の
普

及
啓
発
を
行
う
な
ど
、中
小
企
業

等
の
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し

た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。最
近

で
は
、場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ

な
い
働
き
方
で
あ
る「
テ
レ
ワ
ー

ク
」を
推
進
す
る
こ
と
で
、都
会
と

　
商
店
街
の
衰
退
が
深
刻
化
す

る
中
、平
成
10
年
以
降
、県
内
市

町
村
の「
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
」や
商
店
街
振
興
組

商
業
・
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
産

業
支
援
施
策
の
展
開

3

　
中
小
企
業
を
巡
る
経
営
課
題

が
複
雑
化
す
る
中
、中
小
企
業
支

援
事
業
の
担
い
手
の
多
様
化
・
活

性
化
を
図
る
た
め
、平
成
24
年

8
月
30
日
に「
中
小
企
業
経
営
力

強
化
支
援
法
」が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。中
小
企
業
に
対
し
て
専
門
性

の
高
い
支
援
事
業
を
行
う
経
営

革
新
等
支
援
機
関
を
認
定
す
る

制
度
が
創
設
さ
れ
、令
和
4
年
6

月
現
在
、沖
縄
県
内
で
は
2
6
1

機
関
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
起
業
・
成
長
・
安
定
の

各
段
階
の
経
営
課
題
や
支
援

ニ
ー
ズ
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す

る
た
め
、沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
が
平
成
26
年
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
に
お
け
る
相
談
者
満
足
度
は

約
90
％
と
な
っ
て
お
り
、沖
縄
県

内
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
へ
の
支
援

4

経
営
力
の
強
化

経
営
改
善
・
事
業
再

生
の
支
援

　
収
益
性
の
あ
る
事
業
を
有
す

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、財
務
上
の

問
題
を
抱
え
る
中
小
企
業
の
再

生
を
支
援
す
る
た
め
、平
成
15
年

に
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

が
創
設
さ
れ
、支
援
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。そ
の
後
、令
和
4
年
4

月
に
は
、中
小
企
業
再
生
支
援
協

議
会
と
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

を
統
合
し
、「
中
小
企
業
活
性
化

協
議
会
」が
設
置
さ
れ
、中
小
企

業
の
収
益
力
改
善
、事
業
再
生
、再

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
一
元
的
に
支
援
す

る「
中
小
企
業
の
駆
け
込
み
寺
」

と
し
て
、幅
広
い
相
談
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
令
和
3
年
度
か
ら
は
、企
業
の

後
継
者
不
在
率
が
約
8
割
と
全

国
1
位
だ
っ
た
沖
縄
県
の
状
況
に

危
機
感
を
持
ち
、経
営
者
に
対
す

る
事
業
承
継
への
認
識
を
向
上
さ

せ
る「
事
業
承
継
啓
発
月
間
」を

設
定
し
ま
し
た
。月
間
中
は
、関

係
機
関
と
連
携
し
集
中
的
に
啓

発
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
う
こ
と
で
、

後
継
者
不
在
率
全
国
平
均
レ
ベル

を
目
指
し
ま
す
。

沖縄市／プラザハウス北谷町／デポアイランド

那覇市／国際通り

よろず支援拠点の事業者相談

事業承継について県内金融機関のトップ会談を開催

地
方
と
の
新
し
い
関
係
構
築
な

ど
、地
域
の
産
業
振
興
へ
繋
げ
る

取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
総
合
事
務
局
50 

年
の
あ
ゆ
み

沖
縄
の
経
済
産
業
の
振
興

産
業
振
興

35
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廃
棄
物
の
発
生
を
抑
制
し
、資

源
の
有
効
利
用
を
図
り
、循
環
型

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
は
地
球

規
模
の
課
題
で
す
。と
り
わ
け
、

観
光
産
業
が
経
済
を
牽
引
す
る

沖
縄
に
お
い
て
は
、重
要
な
取
り

組
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
、家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
等

の
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
法
に
基
づ

き
、消
費
者
・
事
業
者
が
取
り
組

む
ゴ
ミ
の
減
量
化
、リ
サ
イ
ク
ル
を

促
進
す
る
た
め
、制
度
の
普
及
啓

発
、指
導
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま

環
境
・
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

5

循
環
型
社
会
の
構
築

　
本
島
北
部
地
域
に
は
古
生
代

石
灰
岩
、本
島
中
南
部
地
域
及

※
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
コ
ジ
ェ
ネ
）と
は
、石
油
、天

然
ガ
ス
等
を
燃
料
と
し
て
発
電
し
、発
電
時
の
排

熱
も
同
時
に
回
収
、利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

鉱
物
資
源
の
有
効
活
用

　
沖
縄
県
内
に
は
、油
槽
所
保
有

会
社
2
社
、備
蓄
会
社
2
社
の
計

4
社
が
立
地
し
て
い
て
、こ
れ
ら

4
社
の
石
油
貯
蔵
量
は
約
九
百

万
㎘
で
す
。

　
な
お
、県
内
で
石
油
製
品
の
製

造
を
行
っ
て
い
た
平
成
26
年
ま
で

は
、石
油
製
品
の
製
造
品
出
荷
額

は
、県
内
鉱
工
業
製
品
出
荷
額
全

体
の
約
30
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

石
油
の
備
蓄
等

　
電
力
及
び
ガ
ス
は
、今
や
暮
ら

し
や
経
済
活
動
に
不
可
欠
な
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。

　
電
気
は
、沖
縄
復
帰
の
際
に
、

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に
基
づ

電
力
・
ガ
ス
の
安
定

供
給

く
特
殊
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ

た
沖
縄
電
力
株
式
会
社
及
び
民

営
五
配
電
会
社
に
よ
り
供
給
が

行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、沖
縄

電
力
株
式
会
社
は
、五
配
電
会
社

の
資
産
・
負
債
を
引
き
継
ぎ
、昭

和
63
年
に
民
営
化
さ
れ
て
い
ま

す
。平
成
28
年
4
月
に
は
電
力
の

小
売
が
全
面
自
由
化
さ
れ
、県
内

で
も
新
電
力
の
参
入
が
増
加
し

て
お
り
、令
和
4
年
5
月
時
点
に

お
け
る
新
電
力
の
販
売
電
力
量

シ
ェ
ア
は
、11
．5
%
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
電
力
の
安
定
供
給
と
と
も
に

環
境
負
荷
へ
の
低
減
が
求
め
ら
れ

る
中
、沖
縄
電
力
株
式
会
社
は
、

平
成
24
年
に
県
内
初
の
液
化
天

然
ガ
ス（
L
N
G
）発
電
所
と
し

て
吉
の
浦
火
力
発
電
所（
中
城

村
）の
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
、３
種
類
（
石
炭
、

L
N
G
、石
油
）の
電
源
構
成
と

な
っ
て
お
り
、経
済
的
か
つ
安
定

的
な
供
給
体
制
が
構
築
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、台
風
被
害
を
避

け
る
た
め
、強
風
時
に
倒
せ
る
風

車「
可
倒
式
風
車
」を
国
内
で
初

め
て
導
入
す
る
な
ど
工
夫
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、大
規
模
電
源
の
立
地
を

促
進
す
る
た
め
、沖
縄
総
合
事
務

た
、令
和
4
年
4
月
に
は
、製
品

の
設
計
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄

物
の
処
理
ま
で
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ

る
主
体
に
お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

資
源
循
環
等
の
取
組（
3
R
+

R
e
n
e
w
a
b
l
e
）を
促
進
す

る
た
め「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資

源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

び
各
離
島
に
は
琉
球
石
灰
岩
が

賦
存
し
て
い
ま
す
。石
灰
石
は
、主

と
し
て
建
築
、土
木
資
材
、セ
メ
ン

ト
原
料
等
の
基
礎
資
材
と
し
て

使
用
さ
れ
、沖
縄
の
産
業
基
盤
の

整
備
等
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。ま
た
、水
溶
性
天
然
ガ
ス
の

埋
蔵
が
沖
縄
本
島
中
南
部
を
中

心
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、ホ
テ
ル

で
の
コ
ジ
ェ
ネ
※
利
用
が
行
わ
れ
る

等
、分
散
型
電
源
と
し
て
の
利
用

促
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
、沖
縄
ト
ラ
フ
の
海
底
熱
水

鉱
床
に
は
、貴
金
属
を
含
む
豊
富

な
鉱
物
資
源
の
埋
蔵
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

家電を手解体する様子（拓南商事HP）

自社ホテルの温泉と、電気及びボイラー熱源（コジェネ）利用のため、
水溶性天然ガスを採掘
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局
で
は
、電
源
立
地
市
町
村
及
び

周
辺
市
町
村（
電
源
地
域
）等
に

対
し
交
付
金
等
を
交
付
し
、電
源

地
域
等
の
振
興
及
び
活
性
化
に
つ

い
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ガ
ス
の
供
給
に
つ
い
て
は
、平
成

29
年
4
月
か
ら
ガ
ス
の
小
売
が
全

面
自
由
化
と
な
り
、既
存
の
都
市

ガ
ス
会
社
の
導
管
を
使
っ
て
様
々

な
会
社
が
ガ
ス
を
供
給
・
販
売
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。令
和

4
年
8
月
末
現
在
の
沖
縄
県
に

お
け
る
登
録
ガ
ス
小
売
事
業
者

は
30
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。復
帰

時
と
比
べ
、都
市
ガ
ス
の
取
付
メ
ー

タ
ー
数
は
約
５
倍
、旧
簡
易
ガ
ス

の
供
給
地
点
数
は
約
８
倍
と
拡

大
し
て
お
り
、安
定
供
給
の
使

命
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー・省
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入・推
進

　
平
成
24
年
以
降
、再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
発
電
さ
れ
た

電
気
を
、国
が
定
め
る
価
格
で
一

定
期
間
電
気
事
業
者
が
買
い
取

る
こ
と
を
義
務
づ
け
る「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基

づ
き
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
拡
大
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。ま

た
、水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
の
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
調
査
事

業
を
実
施
す
る
な
ど
、脱
炭
素
化

社
会
の
実
現
に
向
け
た
推
進
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、一
定
規

模
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す

る
事
業
場
に
対
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
者
の
選
任
等
の
義
務
を
課

す
一
方
で
、功
績
者
及
び
優
良
工

場
等
に
対
す
る
表
彰
、省
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
に
係
る
各
種
広
報
事

業
、自
治
体
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
へ
の
支
援
を

行
って
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

可倒式風車

安部メガソーラー吉の浦火力発電所

浦添市立港川中学校屋上に設置された太陽光発電施設

沖
縄
総
合
事
務
局
50 

年
の
あ
ゆ
み

沖
縄
の
経
済
産
業
の
振
興

産
業
振
興

100

80

60

40

20

0

（％）

‘11 ‘20

23

75
60

20

14 72

石炭 LNG 石油 再エネ・その他

（吉の浦火力発電所運開前）

燃料種別発電電力量構成比

36



特集2

　
廃
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発
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抑
制
し
、資

源
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効
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図
り
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環
型
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地
球
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取
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イ
ク
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っ
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ま
す
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源
・
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ネ
ル
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ェ
ネ
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収
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力
株
式
会
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は
、五
配
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会
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の
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・
負
債
を
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き
継
ぎ
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和
63
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に
民
営
化
さ
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て
い
ま

す
。平
成
28
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4
月
に
は
電
力
の

小
売
が
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面
自
由
化
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れ
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内

で
も
新
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力
の
参
入
が
増
加
し

て
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、令
和
4
年
5
月
時
点
に
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る
新
電
力
の
販
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電
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量
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中
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の
液
化
天

然
ガ
ス（
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所
と
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て
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の
浦
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所（
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城

村
）の
運
転
を
開
始
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ま
し
た
。

現
在
で
は
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、
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成
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て
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的
か
つ
安
定

的
な
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被
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避
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時
に
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内
で
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る
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ど
工
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が
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す
。

　
な
お
、大
規
模
電
源
の
立
地
を

促
進
す
る
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総
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ス
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循
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に
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る
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各
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に
は
琉
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が
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存
し
て
い
ま
す
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灰
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と
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て
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等
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さ
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の
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業
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の
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に
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す
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た
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性
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然
ガ
ス
の
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沖
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中
南
部
を
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に
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認
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お
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、ホ
テ
ル

で
の
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が
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と
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の
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が
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ま
す
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し
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等
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及
び
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化
に
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て
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す
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の
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月
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ら
ガ
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面
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と
な
り
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の
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市
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が
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を
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・
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る
よ
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に
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り
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8
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の
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と
拡
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し
て
お
り
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定
供
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の
使
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は
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す
ま
す
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要
に
な
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て
い
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す
。
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進
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生
可
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エ

ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
発
電
さ
れ
た

電
気
を
、国
が
定
め
る
価
格
で
一
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気
事
業
者
が
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る
こ
と
を
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可
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の
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る
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の
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に
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た
推
進
策

を
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ま
す
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に
つ
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て
は
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ル
ギ
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の
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等
に
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る
法
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に
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き
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以
上
の
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ー
を
消
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る
事
業
場
に
対
し
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ー

管
理
者
の
選
任
等
の
義
務
を
課

す
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で
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者
及
び
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場
等
に
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る
表
彰
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に
係
る
各
種
広
報
事
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体
に
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る
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